
庁議における審議要旨 

日時 

令和８年６月２５日 午後３時００分～午後４時２０分 

場所 

庁議室 

出席者 

区長、副区長、副区長、教育長、政策企画部長、総務部長、危機管理部長、危機管理監、

地域文化スポーツ部長、産業経済部長、福祉部長、健康部長、子ども家庭部長、防災都市

づくり部長、防災都市づくり監、会計管理部長、教育部長、政策企画課長、企画担当課長、

財政課長、広報・シティプロモーション課長、総務課長 

付議案件 

１ 第二日暮里小学校の学級数増加への対応方針の変更について 

２ （仮称）東尾久一丁目学童クラブの整備について 

３ 精神障害者地域生活支援センターの建替えについて 

４ シルバーパス購入費助成事業の実施状況について 

審議の要旨 

１ 第二日暮里小学校の学級数増加への対応方針の変更について 

教育施設計画担当課長から資料に基づき説明があり、了承。 

 

２ （仮称）東尾久一丁目学童クラブの整備について 

登校・放課後サポート課長から資料に基づき説明があり、了承。 

 

３ 精神障害者地域生活支援センターの建替えについて 

障害者施設担当課長から資料に基づき説明があり、了承。 

〇建替えする際の建物の規模はどの程度とする想定か。 

・ 現時点では同規模程度とする想定であるが、サービスの充実等も含めて今後検
討していく。 

 

４ シルバーパス購入費助成事業の実施状況について 

高齢者福祉課長から資料に基づき説明があり、了承。 

配付資料 

１ 第二日暮里小学校の学級数増加への対応方針の変更について 

２ （仮称）東尾久一丁目学童クラブの整備について 

３ 精神障害者地域生活支援センターの建替えについて 

４ シルバーパス購入費助成事業の実施状況について 

 



（説明者　教育施設計画担当課長）

（説明者　登校・放課後サポート課長）

（説明者　障害者施設担当課長）

（説明者　高齢者福祉課長）

○ 今後の庁議日程

　７月　８日（水）　午後　　２時００分～

　７月１６日（木）　午前　１０時４５分～

庁議付議予定案件
（令和８年６月２５日　午後　３時００分～）

1 第二日暮里小学校の学級数増加への対応方針の変更について

2 （仮称）東尾久一丁目学童クラブの整備について

3 精神障害者地域生活支援センターの建替えについて

4 シルバーパス購入費助成事業の実施状況について



庁議説明資料 

８.６.２５ 教育委員会事務局教育施設課 

 

 第二日暮里小学校の学級数増加への対応方針の変更について 

内 容 

 

１ 概要 

  令和８年５月１４日の文教・子育て支援委員会にて報告した、第二日暮里小学

校の学級数増加への対応について、対応方針を変更するためご報告する。 

 

２ 第二日暮里小学校に係る対応方針の変更 

第二日暮里小学校については、令和７年度までの推計では、令和１５年度以降、

１２学級から１８学級へ増加する見込みであったため、増築校舎の建設が必要で

あった。しかし、令和８年度の推計では、令和２０年度に１５学級、その後も最

大１６学級にとどまる見通しとなり学級数が減少した。 

学級数の減少の要因としては、学区域内の０歳から５歳人口が令和７年度に比

べ７０人程度減少したこと、また、入学率が１.７％減少したことなどによる（別

紙１～２のとおり）。このため、令和１１年度の供用開始を想定し、令和９年度か

ら予定していた第二日暮里小学校の増築校舎の建設については１年延期し、可能

な限り現状の教育環境の確保に努めることとする。 

今後の工事開始時期については、令和９年度の推計動向を踏まえ判断する。 
 

【学級数の推計結果】 
年度

（令和）
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

R7 12 12 12 13 14 15 16 17 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

R8 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 13 14 15 16 16 16 15 14 13
学級数

 
※第二日暮里小学校の教室数（最大）は１４教室 

 

 

＜参考＞変更前のスケジュール 

  令和７年度    基本設計 

  令和８年度    実施設計 

  令和９～１０年度 建設工事 

  令和１１年度   供用開始 

 

今 後 の 

予 定 
令和８年７月１５日 文教・子育て支援委員会 

議会等報告 開示予定日 区報 ＨＰ 記者会見 

７月１５日 

文教・子育て支援委員会 
委員会報告後 ― ― ― 

 



・・・教室不足が想定される年度

教室数 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（最大） ⇒実績 ⇒推計結果 ⇒未出生の児童数を推計で算出した上での推計結果

瑞光 20 18 18 18 18 18 18 17 17 17 17 17 17 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18
第二瑞光 12 8 8 9 9 10 9 10 10 10 11 11 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
第三瑞光 26 21 22 22 22 22 21 20 19 19 19 19 19 20 21 21 22 23 24 24 24 24 24 24 23 22

汐入 26
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(3)

22
(3)

22
(3)

23
(3)

23
(3)

23
（3)

22 21 20 19 17 17 17 17 17 17 18 18 18 18 18 18 18 18 18

汐入東 23 21 20 18 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

第六瑞光 7
6

(4)
6

(4)
6

(4)
6

(4)
6

(4)
6

（4）
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

峡田 25
12
(3)

12
(5)

12
(5)

12
(5)

12
(5)

13
（5）

13 13 14 15 16 16 18 20 21 22 23 24 24 24 24 24 24 23 22

第二峡田 14 12 12 12 12 11 10 10 10 9 9 10 11 11 11 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

第三峡田 9
6

(4)
6

（４）
6

(4)
6

(4)
6

(4)
6

(4)
6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

第四峡田 15 12 12 13 13 12 12 12 12 12 12 12 13 13 13 13 13 14 13 13 13 13 13 12 12 12
第五峡田 19 14 15 15 15 15 15 14 13 12 12 12 12 10 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
第七峡田 14 12 12 12 11 12 12 12 11 11 11 11 11 11 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
第九峡田 13 6 7 8 8 9 9 9 9 10 11 11 12 14 15 16 17 18 18 18 18 17 16 15 14 13
尾久 18 14 14 14 14 14 14 14 14 13 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

尾久西 19
13
(3)

14
(3)

15
(3)

16
(3)

17
(3)

18
（3)

18 18 18 17 17 17 17 17 17 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

尾久第六 15 11 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
赤土 21 17 18 19 19 19 19 18 18 18 18 19 19 19 19 19 19 18 18 18 18 18 18 18 18 18

大門 13
8

(3)
9

(2)
10
(3)

11
(2)

12
(3)

13
（4)

13 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

尾久宮前 15 12 12 12 11 11 11 11 11 11 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12
第一日暮里 8 6 6 6 7 7 6 6 6 6 7 7 8 8 8 9 9 10 10 11 11 10 9 8 7 6
第二日暮里 14 10 9 11 11 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 13 14 15 16 16 16 15 14 13 12

第三日暮里 18 13 14 14 14 14
13
（１）

13 14 15 15 15 15 16 16 16 17 17 18 18 18 18 18 18 18 18

第六日暮里 8 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 7 11 12 12 12 13 14 15 16 17 18 18 18 17
ひぐらし 24 17 17 17 17 18 19 19 19 20 20 20 20 21 21 22 22 23 23 24 23 22 22 21 20 19
※３５人学級制（小学校については、令和7年度において全学年が35人学級となっている。）及び再開発事業の影響を反映した学級数である。
※（　）は、特別支援学級数を反映した。なお、第三峡田小学校は通級児童学級数を反映した。
※再開発事業について、三河島駅前北（通学区域：峡田小学校（ひぐらし小学校から変更する予定））は令和12年度入居開始、西日暮里駅前（通学区域：第一日暮里小学校）は令和15年度入居開始を想定した。
※西日暮里再開発の影響を鑑み、通学区域を第一日暮里小学校から第六日暮里小学校へ変更した。

≪２．中学校の学級数の推移≫
教室数 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（最大） ⇒実績 ⇒推計結果 ⇒未出生の児童数を推計で算出した上での推計結果

第一 13
9

(4)
10
(4)

9
(4)

9
(4)

9
(3)
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11 11 11 11 11 10 9 9 9 10 11 11 11 11 12 12 12 12 12

第三 16
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14
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14
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13
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12
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(2)

12 12 12 11 10 9 9 9 8 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6

第四 13
9

(2)
9

(3)
9

(3)
9

(3)
9

(3)
9

(3)
10 11 11 11 10 10 11 11 11 11 12 13 14 15 15 16 17 18 17

第五 12 8 8 9 9 7 6 6 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 7 8 9 9 9 9 9 9
第七 13 9 9 7 7 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
第九 10 8 8 7 6 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

尾久八幡 15
12
(3)

11
(3)

12
(3)

13
(3)

12
(2)

13
(２)

13 14 14 15 14 13 12 12 12 11 11 11 12 12 12 12 12 12 12

南千住第二 16 12 13 12 13 13 13 13 14 14 13 12 12 12 12 13 13 13 13 14 15 15 15 15 15 15
原 13 8 9 9 9 9 10 10 11 10 10 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9
諏訪台 18 13 13 14 14 13 15 16 17 16 16 15 16 16 17 17 18 18 19 19 20 19 20 21 21 21
※３５人学級制（中学校については、令和８年度以降１年生から段階的に導入されるものと想定した学級数である。）及び再開発事業の影響を反映した学級数である。
※（　）は、特別支援学級数を反映した。
※再開発事業について、三河島駅前北（通学区域：第四中学校（諏訪台中学校から変更する予定））は令和12年度入居開始、西日暮里駅前（通学区域：諏訪台中学校）は令和15年度入居開始を想定した。

≪１．小学校の学級数の推移≫

学校名

学校名

別紙１



第二日暮里小学校学区域内の未就学児の推移（R7-R8）

令和８年４月１日住基データ

0-5歳数

： 30≦n

： 20≦n＜30

： 10≦n＜20

： ５≦ｎ＜10

： 1≦ｎ＜5

： n=0

20人（R7）→23人（R8）

（＋３人）

25人（R7）→25人（R8）

（±０）

29人（R7）→21人（R8）

（－8人）

28人（R7）→22人（R8）

（－6人）

37人（R7）→34人（R8）

（－3人）

43人（R7）→29人（R8）

（－14人）

45人（R7）→40人（R8）

（－5人）

24人（R7）→25人（R8）

（＋１）

32人（R7）→27人（R8）

（－5人）

別紙２



庁議説明資料 

８.６.２５ 
教育委員会事務局 

登校・放課後サポート課 
 

（仮称）東尾久一丁目学童クラブの整備について 

内 容 

１ 概要 

 赤土小学童クラブは、継続的に定員超過している状況にあり、この傾向は当

面継続することが見込まれる。また、学区域外の学童クラブに利用調整を行う

中で、距離等を理由に利用を辞退する児童も発生している状況に有り、児童の

安全確保及び利便性の観点から、近隣の尾久幼稚園跡地に新たに「（仮称）東尾

久一丁目学童クラブ」を整備する。 

    

２ 施設概要 

（１）名 称  （仮称）東尾久一丁目学童クラブ 

（２）所在地番   荒川区東尾久一丁目４６３番２ 

（３）敷地面積   約７０８．６㎡ 

（４）延床面積   ８２０㎡程度 

（５）構 造  鉄骨造、地上３階建て 

（６）主な機能 

  １階  学童クラブ事務室、職員用更衣室、倉庫、園庭、ピロティ（地域

交流スペースとしても活用） 

  ２階  学童クラブ室１・２、ホール、静養室 

  ３階  学童クラブ室３、ホール 

 

３ 整備スケジュール 

 令和８年度  解体工事、基本・実施設計 

 令和９年度  建築工事着手 

 令和１０年度 竣工 

 令和１１年度 学童クラブ運用開始 

 

４ その他 

 これまで尾久幼稚園が地元町会の行事等にも活用されていた経緯を踏まえ、

引き続き地域に開かれた施設として活用できるよう配慮する。 

今 後 の 

予 定 
令和８年７月１５日 文教・子育て支援委員会 

議会等報告 開示予定日 区報 ＨＰ 記者会見 

７月１５日 

文教・子育て支援委員会 
－ － － － 

 



案内図

本件地



（仮称）東尾久一丁目学童クラブ 計画イメージ（案）  

 

〇フロア図 
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庁議説明資料 

８.６.２５ 福祉部高齢者福祉課 

 

シルバーパス購入費助成事業の実施状況について 

内 容 

１ 概要 

シルバーパス購入費助成事業（以下「本事業」という。）の実施状況につい

て報告する。 

 

２ 令和７年度の実施結果について 

（１）事業概要 

  ① 目的    高齢者のフレイル予防や健康寿命延伸のための外出支援 

  ② 対象者  満７０歳以上で前年の合計所得金額 135 万円超の区民 

③ 助成額  11,000 円（自己負担が 1,000 円となるよう助成を行う。） 

  ④ 申請方法 郵送またはオンラインによる申請 

  ⑤ 申請期間 令和７年１０月１日～令和８年３月３１日 

 

 (２) 実施結果 

  ① 申請者数 3,551 名（郵送：2,685 名 オンライン：866 名） 

② 交付決定者数 3,292 名 

  ③ 予算額・決算額 

 予算額 決算額 

事業費 33,660 千円 36,212 千円 

事務費 19,605 千円 15,664 千円 

計 53,265 千円 51,876 千円 

 ※事務費には、人材派遣費、コールセンター業務委託費、印刷製本費、郵送

料等に係る費用を含む。 

 

３ アンケート調査の集計結果について 

 利用状況や本事業の効果を把握し、事業評価や今後の事業改善等に反映させ

るため、アンケート調査（別紙１）を実施した。 

 

（１） 調査方法 

① 対象者数：814 名  

交付決定者のうち、区がメールアドレスを把握している全 714 名と、そ

れ以外の申請者から無作為抽出した 100 名 

② 実施方法 配付：メールおよび郵送 回収：LoGo フォーム又は郵送 

③ 調査期間：令和８年４月１５日～令和８年５月１１日 

④ 回収率 ：478 件を回収し、回収率は 58.7%  

 

（２）調査結果の概要 

   主な調査結果は、以下のとおりであった。 

項目 主な調査結果 

シルバーパス購入歴 「初めて購入した」が約７割（67.2％）であった。 

シルバーパス購入後

の外出頻度の変化 

購入前の外出頻度が「ほとんど外出しなかった」と答

えた層は、購入後、「週３日以上増えた」（15.3％）



と「週１～２日増えた」（62.7％）を合わせた割合が

約８割（78.0％）であった。 

シルバーパス利用に

よる生活の充実感の

変化 

「とても向上した」（45.0％）と「やや向上した」

（43.3％）を合わせた割合は約９割（88.3％）であ

った。 

本事業がシルバーパ

ス購入のきっかけに

なったか 

「とてもなった」（88.3％）と「ややなった」（6.9％）

を合わせで９割半ば（95.2％）であった。 

本事業の申請手続き

について 

「簡単だった」が６割弱（58.8％）で最も多く、「普通」

（37.9％）を合わせると９割以上に達した。 

本事業の満足度 「とても満足」（75.9％）と「満足」（22.4％）を合わ

せると９割以上に達した。 

 

４ 令和８年度の取組みについて 

（１） 区の助成事業について 

令和８年度も昨年度同様の運用方法にて、高齢者のフレイル予防や健康寿

命延伸のための外出支援を実施する。 

 

（２）改善点について 

・ 上記調査において、申請手続きが「難しい」と感じた層も一定数存在した

ことから、引き続き、きめ細かなフォローアップ体制（電話相談、窓口相

談）を継続する。 

・ 郵送ではなく電子申請による手続きを推進するため、「高齢者スマートフ

ォン購入助成事業」や「まちなかデジタルサポートデスク」を一層周知し、

高齢者のデジタルデバイド解消に向けて取り組む。 

 

（３）ＩＣカード化への対応について 

令和８年１０月よりシルバーパスのＩＣカード化（パスモと一体化）が予

定されている。これに伴い、区民からの問い合わせが増加すると予想される

ため、東京都や一般社団法人東京バス協会と密接に連携し、専用コールセン

ターや郵便局等に設置される相談窓口を案内するなど、対応していく。 
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Ⅰ 調査概要  

  

１. 調査の目的  

本調査は、東京都シルバーパスの利用状況や助成金制度の効果を把握し、事業評価や今後

の事業見直しの参考資料とするものである。 

  

２. 調査の概要 

（１）主なアンケート項目  

〇シルバーパスの購入歴 

〇シルバーパスの利用頻度 

〇シルバーパスを利用した外出の目的 

〇シルバーパスで利用する公共交通機関 

〇シルバーパス購入前後の変化（外出頻度、生活の充実感） 

〇助成制度について（購入のきっかけ、申請方法、満足度、自由意見） 

※詳細は、別添の調査票を参照。 

  

（２）調査の設計及び調査方法 

調査区域 荒川区全域 

母集団 令和７年度シルバーパス購入費助成金交付決定者 3,292 名 

配布数（標本数） 814 名 

(1)オンライン申請者のうち、区がメールアドレスを把握し

ている全 714 名 

(2)それ以外の申請者のなかから無作為抽出した 100 名 

  ※年齢（5 区分）・地区（7 地区）に分類し対象者を抽出 

調査期間 令和８年４月１５日～令和８年５月１１日 

配布方法 (1)メール配布、(2)郵送配布 

回収方法 オンライン（LoGo フォーム）又は郵送による回収 

調査票 別添の調査票（LoGo フォーム・紙）を使用 

 

（３）回収結果  

配布数 814 件に対して、478 件を回収し、回収率は 58.7%となった。  

〇回答方法別 

回収方法 回収数 構成比 

オンライン回答（LoGo フォーム） 403 84.3％ 

郵送回答 75 15.7％ 

合計 478 100％ 
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〇年齢構成 

年令 対象人数 構成比 配布数 回収数 回収率 

70 歳～74 歳 1,247 37.9% 425 259 60.9% 

75 歳～79 歳 1,184 36.0% 268 161 60.1% 

80 歳～84 歳 550 16.7% 82 43 52.4% 

85 歳～89 歳 222 6.7% 22 10 45.5% 

90 歳以上 89 2.7% 17 5 29.4% 

合計 3,292 100％ 814 478  

※「対象人数」は、令和７年度シルバーパス購入費助成金の交付決定者数（母集団）。 

 

 

Ⅱ 集計・分析 

 

 シルバーパスの購入歴  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇シルバーパスの購入歴について聞いたところ、「初めて購入した」が７割近く（67.2％）で最

も高く、利用者の多くが新規購入者であることがわかった。次いで「毎年購入している」が

２割半ば（25.1％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ これまでにシルバーパスを購入したことはありますか？（いずれか１つに○）） 

 

 

67.2%

(321人)

初めて購入した

25.1%

(120人)

毎年購入している

7.7%

(37人)

過去に購入した

ことがある

全体

(n=478)
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 シルバーパスの利用頻度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇シルバーパスの利用頻度について聞いたところ、「週１～３日程度」（48.7％）が最も多く、

「週４日以上」（20.5％）と「週１～３日程度」（48.7％）を合わせた≪週１日以上の利用≫

の割合が７割近く（69.2％）に達した。 

〇一方、「月１～３日程度」（27.0％）と「月１日未満」（3.8％）を合わせた≪週１日未満の利

用≫の割合は３割（30.8％）であった。 

 

 

 シルバーパスを利用した外出の目的  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇シルバーパスを利用した外出の主な目的について聞いたところ（複数回答）、「買い物」

（66.5％）が最も多く、次いで「家族・友人等との交流」（55.9％）、「趣味活動への参加」

（53.3％）、「通院」（44.4％）の順となった。 

 

 

 

 

問３ シルバーパスをどのくらいの頻度で利用していますか？（いずれか１つに○） 

 

問４ シルバーパスを利用した外出の主な目的は何ですか？（該当するものすべてに○） 

 

20.5%

(98人)

週4日以上

48.7%

(233人)

週1～3日程度

27.0%

(129人)

月1～3日程度

3.8%

(18人)

月1日未満

全体

(n=478)

 

66.5%

(318人)
55.9%

(267人)

53.3%

(255人)

44.4%

(212人)

18.6%

(89人)

15.3%

(73人)

6.9%

(33人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

買い物

家族・友人等との交流

趣味活動への参加

通院

地域活動への参加

通勤

その他

その他の回答： 

食事、散歩・散策、行政手続、孫の送迎、 

機能訓練のプール通い、墓参り 等 

n = 478 
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 よく利用する公共交通機関  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇シルバーパスでよく利用する公共交通機関について聞いたところ（複数回答）、「都バス・都

内民営バス」が９割超（90.4％）と圧倒的に多く、次いで「都電荒川線」（64.4％）、「日暮

里・舎人ライナー」（43.3％）、「都営地下鉄」（38.1％）の順となった。 

 

 

 シルバーパス購入前の外出頻度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇シルバーパス購入前の外出頻度について聞いたところ、「週２～３日程度」が５割（50.4％）

で最も多く、次いで「週４～５日程度」（24.5％）、「週６日以上」（12.6％）の順となった。 

〇一方、「ほとんど外出しなかった」層は１割強（12.3％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ シルバーパスでよく利用する公共交通機関は何ですか？（該当するものすべてに○） 

 

問６（１） シルバーパス購入前は、週にどのくらい外出していましたか？ 

（いずれか１つに○） 

※以前からシルバーパスを購入していた方は、直近半年での変化をお答えください。 

 

 

 

90.4%

(432人)

64.4%

(308人)

43.3%

(207人)

38.1%

(182人)

15.9%

(76人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

都バス・都内民営バス

都電荒川線

日暮里・舎人ライナー

都営地下鉄

コミュニティバス「さくら」

 

12.6%

(60人)

週6日以上

24.5%

(117人)

週4～5日程度

50.4%

(241人)

週2～3日程度

12.3%

(59人)

ほとんど外出

しなかった

0.2%

(1人)

無回答

全体

(n=478)

n = 478 
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 シルバーパス購入後の外出頻度の変化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇シルバーパス購入後の外出頻度の変化について聞いたところ、「週１～２日増えた」

（42.9％）と「週３日以上増えた」（9.4％）を合わせた≪外出頻度が増えた≫の割合が５割

強（52.3％）となった。 

〇一方、「変わらない」は５割弱（47.3％）であり、「週１～２日減った」（0.4％）と「週３日

以上減った」（0.0％）を合わせた≪外出頻度が減った≫の割合（0.4％）はほぼなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６（２） シルバーパス購入後、週当たりの外出頻度はどのように変わりましたか？ 

（いずれか１つに○） 
※以前からシルバーパスを購入していた方は、直近半年での変化をお答えください。 

 

 

9.4%

(45人)

週3日以上

増えた

42.9%

(205人)

週1～2日

増えた

47.3%

(226人)

変わらない

0.4%

(2人)

週1～2日

減った

0.0%

(0人)

週3日以上

減った

全体

(n=478)
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購入前の外出頻度別でみると、 

〇シルバーパス購入前の外出頻度が「週６日以上」の層は、購入後の外出頻度は「変わらな

い」が９割弱（88.3％）であった。また、購入前の外出頻度が「週４～５日程度」の層も、

外出頻度は「変わらない」が６割半ば（65.0％）で最も多く、次いで「週１～２日増えた」

が３割弱（29.9％）であった。 

〇一方、購入前の外出頻度が「週２～３日程度」の層は、外出頻度が「週１～２日増えた」が

５割強（52.7％）で最も多く、「週３日以上増えた」も１割強（12.9％）あった。 

〇購入前に「ほとんど外出しなかった」層は、「週１～２日増えた」が６割強（62.7％）で最も

多く、「週１～２日増えた」（62.7％）と「週３日以上増えた」（15.3％）を合わせた≪外出頻

度が増えた≫は８割弱（78.0％）となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.3%

(9人)

12.9%

(31人)

4.3%

(5人)

0.0%

(0人)

週3日以上増えた

62.7%

(37人)

52.7%

(127人)

29.9%

(35人)

10.0%

(6人)

週1～2日増えた

22.0%

(13人)

34.4%

(83人)

65.0%

(76人)

88.3%

(53人)

変わらない

0.0%

(0人)

0.0%

(0人)

0.8%

(1人)

1.7%

(1人)

週1～2日減った

0.0%

(0人)

0.0%

(0人)

0.0%

(0人)

0.0%

(0人)

週3日以上減った

ほとんど外出

しなかった

（n=59）

週2～3日程度

（n=241）

週4～5日程度

（n=117）

週6日以上

（n=60）

(購入後の外出頻度の変化) 

(購入前の外出頻度) 

無回答(1 名)はグラフ上では省略 
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 シルバーパス利用による生活の充実感の変化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇シルバーパス利用による生活の充実感の変化について聞いたところ、「とても向上した」

（45.0％）と「やや向上した」（43.3％）を合わせた≪向上した≫の割合は９割弱（88.3％）

であった。 

〇一方、「変わらない」は１割未満（9.2％）であった。 

 

 

 シルバーパス購入のきっかけ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇助成金制度がシルバーパス購入のきっかけになったか聞いたところ、「とてもなった」

（88.3％）と「ややなった」（6.9％）を合わせた≪きっかけになった≫が９割半ば

（95.2％）であった。 

 

 

 

 

 

問６（３） シルバーパス利用による外出で、生活の充実感に変化はありましたか？ 

（いずれか１つに○） 
※以前からシルバーパスを購入していた方は、直近半年での変化をお答えください。 

 

 

問７ 助成金制度はシルバーパス購入のきっかけになりましたか？（いずれか１つに○） 

 

 

 

 

45.0%

(215人)

とても

向上した

43.3%

(207人)

やや向上した

9.2%

(44人)

変わらない

2.1%

(10人)

あまり

変わらない

0.4%

(2人)

全く

変わらない

全体

(n=478)

 

88.3%

(422人)

とてもなった

6.9%

(33人)

ややなった

1.3%

(6人)

あまり

ならなかった

2.9%

(14人)

ならなかった

0.6%

(3人)

無回答

全体

(n=478)
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 申請方法について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇助成金の申請方法について聞いたところ、「簡単だった」が６割弱（58.8％）で最も多く、こ

れに「普通」（37.9％）を合わせると、全体の９割以上（96.7％）に達した。一方、「難しか

った」は１割未満（2.9％）であった。 

 

 

 助成金制度の満足度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇助成金制度の満足度について聞いたところ、「とても満足」（75.9％）と「満足」（22.4％）を

合わせた肯定的な回答は９割以上（98.3％）に達した。 

〇一方、否定的な回答（「不満」「とても不満」の合計、0.4％）はほぼ見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

問８（１） シルバーパス購入費助成の申請方法はいかがでしたか？（いずれか１つに○） 

 

問８（２） シルバーパス購入費助成の制度について満足していますか？（いずれか１つに

○） 

 

 

58.8%

(281人)

簡単だった

37.9%

(181人)

普通

2.9%

(14人)

難しかった

0.4%

(2人)

無回答

全体

(n=478)

 

75.9%

(363人)

とても満足

22.4%

(107人)

満足

0.9%

(4人)

普通

0.2%

(1人)

不満

0.2%

(1人)

とても不満

0.4%

(2人)

無回答

全体

(n=478)
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 助成金制度への意見  

以下に代表的な意見を掲載する。 

◆助成金への賛成意見 

  外出の楽しみや機会が増え、行動範囲も広がった。歩くことも増えて、体力向上・健康増

進につながっている。 

  外出、外部活動への意欲が高まった。 

  車や自転車でなく、電車やバス・徒歩での外出が増えた。安全で便利。 

  路線図や時刻表を見ながら目的地の行き方を研究することで脳トレにもなっている。 

  行った先でスマホを使い、バス停や時刻表を確認する習慣が身に付き、新しいルートにも

挑戦しながら普段と違う景色を楽しんでいる。 

  今までは値段が高く購入をあきらめていた。物価高騰のなか交通費の支援は助かってい

る。交通費の負担を考えずに外出するようになった。 

  股関節の痛みで近所のプールで機能訓練していたが閉鎖となり外出を諦めていたが、助成

金制度で遠方のプールまで無料で通えるようになり、背中を押してもらえるような気持で

頑張れている。 

 

◆助成金への反対意見、慎重意見 

  応分負担の原則に反する。 

  シルバーパス購入費助成より、がん検診の費用や子どもの教育・福祉へ使った方が良い。 

 

◆助成金の申請方法・支給方法への意見 

  購入後の支給ではなく、最初から 1,000 円で購入できるようにしてほしい。 

  申請を簡素化してほしい。 

  申請から助成金の振り込みまでが遅い。 

 

◆助成金の周知・広報への意見 

  助成金制度の存在をもっと広く周知してほしい。 

  今後も区報などを通じて、継続的な情報発信をしてほしい。 
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令和７年度荒川区シルバーパス購入費助成 アンケート調査 
 

本アンケートは、シルバーパスの利用状況や助成金制度の効果を把握し、よりよいサービス提供に

役立てることを目的としています。ご回答いただいた内容は、今後の施策の参考とさせていただきます

ので、アンケートにご協力をお願いいたします。 

 

回答期限 令和８年５月１１日（月）まで 

 

１ 年齢 （該当するものに○） 

① ７０歳～７４歳   ② ７５歳～７９歳   ③ ８０歳～８４歳   ④ ８５歳～８９歳   

⑤ ９０歳以上 

 

２ これまでにシルバーパスを購入したことはありますか？ （いずれか１つに○） 

① 初めて購入した   ② 毎年購入している   ③ 過去に購入したことがある 

 

３ シルバーパスをどのくらいの頻度で利用していますか？ （いずれか１つに○） 

  ① 週４日以上   ② 週１～３日程度   ③ 月１～３日程度   ④ 月１日未満 

 

４ シルバーパスを利用した外出の主な目的は何ですか？ （該当するものすべてに○） 

  ① 家族・友人等との交流   ② 地域活動への参加   ③ 趣味活動への参加   ④ 買い物 

⑤ 通院   ⑥ 通勤   ⑦ その他（                      ） 

 

５ シルバーパスでよく利用する公共交通機関は何ですか？ （該当するものすべてに○） 

  ① 都バス・都内民営バス   ② コミュニティバス「さくら」   ③ 都電荒川線 

④ 日暮里・舎人ライナー   ⑤ 都営地下鉄   ⑥ その他（                    ）  

 

６ シルバーパス購入前後の変化について （いずれか１つに○） 

  ※以前からシルバーパスを購入していた方は、直近半年での変化をお答えください。 

（1） シルバーパス購入前は、週にどのくらい外出していましたか？ 

① 週６日以上  ② 週４～５日程度  ③ 週２～３日程度  ④ ほとんど外出しなかった 

  

（2） シルバーパス購入後、週当たりの外出頻度はどのように変わりましたか？ 

① 週３日以上増えた   ② 週１～２日増えた   ③ 変わらない   ④ 週１～２日減った 

⑤ 週３日以上減った 

 

（３） シルバーパス利用による外出で、生活の充実感に変化はありましたか？ 

① とても向上した   ② やや向上した   ③ 変わらない   ④ あまり変わらない 

⑤ 全く変わらない 

 

裏面もあります 

別紙 調査票(見本) 
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７ 助成金制度はシルバーパス購入のきっかけになりましたか？ （いずれか１つに○） 

①  とてもなった   ② ややなった   ③ あまりならなかった   ④ ならなかった 

 

８ 助成金制度について （いずれか１つに○） 

（１） シルバーパス購入費助成の申請方法はいかがでしたか？ 

① 簡単だった   ② 普通   ③ 難しかった 

 

（２） シルバーパス購入費助成の制度について満足していますか？ 

① とても満足   ② 満足   ③ 普通   ④ 不満   ⑤ とても不満 

 

（３） 助成金制度でご意見があればご記入ください。（自由記述） 

 

 

 

アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。

記入したアンケートは、同封の返信用封筒をご利用の上、ご返送ください。

 

 

 

【アンケートや助成事業に関する問合せ】 

                                      荒川区 福祉部 高齢者福祉課 

                                      シルバーパス購入費助成担当 

電話 ３８０２－３１１１（内線３７７６） 

 

【令和８年度シルバーパス購入費助成 実施のお知らせ】 

 

○令和７年度に実施したシルバーパス購入費助成につきましては、令和８年度も引き続き実

施いたします。 

○新年度シルバーパス（有効期限２０２７年９月３０日）の助成金申請受付は、令和８年１０月

上旬に開始する予定で準備を進めております。 

○助成額や申請方法などの詳細は、令和８年１０月頃に発行される区報および区ホームペー

ジ等でご案内いたしますので、ご確認ください（個別の通知は行いません）。 



 参考資料 

第 10 期荒川区高齢者プラン策定のためのアンケート調査報告書 (一部抜粋) 

 

 

 

（１）調査の実施概要 

第 10 期荒川区高齢者プランの策定に向け、65 歳以上の区民（要介護認定者を除く）を

対象とした調査を実施。 

（２）調査の期間 令和 7 年 11 月 5 日（水）～12月 17 日（水） 

（３）調査の方法 配布：郵送 回収：郵送またはインターネット 

（４）回収結果  配布数：3,000 件 回収数：2,011 件 回収率：67.0％ 

 

 



 

 

 

（１）調査の実施概要 

第 10 期荒川区高齢者プランの策定に向け、要支援、要介護認定者で、在宅で生活して

いる区民を対象とした調査を実施。 

（２）調査の期間 令和 7 年 10 月 21 日（火）～12 月 1日（月） 

（３）調査の方法 配布：郵送 回収：郵送またはインターネット 

（４）回収結果  配布数：2,000 件 回収数：1,200 件 回収率：60.0％ 
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